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好評放映中

4日 ゲスト ： 黒木規次さん「セルフの脱毛サロン開業」

 （キャスター ： 小野元裕社長）

11日  ゲスト ： 白石遼太郎さん
　　　　　　「絵で人びとの心を豊かに」

 （キャスター ： 根岸健太郎記者）

18日  新刊案内「丸山健二氏のフリーペーパー」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

25日  「ちょっとほんわかする話」
 （キャスター ： 根岸健太郎記者）

4月

お
か
げ
さ
ま
で

お
か
げ
さ
ま
で
9090
年年

東
大
阪
新
聞
は
令
和
４
年
に

創
刊
90
年
を
迎
え
ま
し
た

園長　三谷宗子
八尾市青山町４-５-33
問合先
株式会社ティーエルエス
TEL 072-929-8371

かなで保育園

2024・4・1

　

年
初
か
ら
株
価
上
昇
が
続
い
て
い
る
。

３
月
21
日
の
東
京
株
式
市
場
の
日
経
平
均

株
価
の
終
値
は
４
万
０
８
１
５
円
66
銭
、

史
上
最
高
値
を
更
新
し
た
。
好
調
な
24
年

度
企
業
業
績
と
円
安
が
続
く
な
か
、
ま
だ

上
昇
余
力
を
持
つ
。
長
い
「
失
わ
れ
た
30

年
」
だ
っ
た
と
過
去
形
に
し
た
い
。

　

こ
の
株
高
に
は
新
興
企
業
の
ゼ
ン
シ
ョ
ー
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
や
ニ
ト
リ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
な

ど
の
創
業
経
営

者
が
大
き
く
寄

与
し
て
い
る
。
注
目
し
た
い
要
素
が
あ
る
。
そ
れ

は
こ
の
30
年
に
失
わ
れ
た
〝
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
〞（
回

復
力
、復
元
力
）と〝
ア
ニ
マ
ル
ス
ピ
リ
ッ
ト
〞（
野

性
味
）
だ
。

　

東
京
証
券
取
引
所
の
改
革
は
大
胆
だ
っ
た
。
23

年
３
月
、
約
３
３
０
０
の
上
場
会
社
に
対
し
て
Ｐ

Ｂ
Ｒ
（
株
価
純
資
産
倍
率
、
Ｐ
Ｂ
Ｒ
１
＝
解
散
価

値
）
改
善
を
要
請
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム
の
名
に
相
応

し
く
な
い
「
ぬ
る
ま
湯
カ
エ
ル
」
を
覚
醒
さ
せ
た
。

東
証
幹
部
は
「
も
は
や
上
場
企
業
数
に
こ
だ
わ
る

時
代
で
は
な
い
。
買
っ
た
株
が
長
い
目
線
で
値
上

が
り
す
る
よ
う
な
市
場
に
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
言
う
。

　

政
府
の
「
脱
デ
フ
レ
」
宣
言
は
紅
葉
の
頃
な
の

か
。「
善
な
る
循
環
」
が
回
り
始
め
る
に
は
連
合

や
経
団
連
に
所
属
し
な
い
中
小
企
業
や
非
正
規
雇

用
者
の
賃
上
げ
が
不
可
欠
で
あ
る
。「
同
一
労
働

同
一
賃
金
」
を
目
指
す
職
種
別
労
働
組
合
を
結
成

し
団
体
交
渉
し
な
け
れ
ば
「
ワ
ニ
の
口
」
は
開
い

た
ま
ま
だ
。

　

大
判
振
る
舞
い

で
総
人
件
費
が
上
昇
す
る
も
投
資
の
果
実
（
生
産

性
向
上
）
を
産
ま
な
け
れ
ば
過
酷
な
反
応
を
覚
悟

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
総
人
件
費
負
担
に
耐
え

か
ね
て
、
人
員
削
減
や
「
合
理
化
要
請
金
」
と
い

う
下
請
け
企
業
か
ら
の
「
還
流
」
な
ど
ご
法
度
だ
。

　

血
が
出
る
改
革
を
断
行
す
る
勇
気
と
覚
悟
、
つ

ま
り
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
や
ア
ニ
マ
ル
ス
ピ
リ
ッ
ト

を
た
ぎ
ら
す
と
き
が
来
た
。
こ
れ
が
「
失
っ
た
30

年
」
を
取
り
戻
す
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
て
思

う
こ
と
で
あ
る
。

晴耕雨読

今
こ
そ
ア
ニ
マ
ル
ス
ピ
リ
ッ
ト
を

笑
顔
の
ラ
ジ
オ
体
操

笑
顔
の
ラ
ジ
オ
体
操
取
り
入
れ

人
間
関
係
よ
く
な
り
仕
事
や
り
や
す
く

最
も
重
い
障
害
支
援
区
分
６
の
人
た
ち
を

24
時
間
体
制
で
サ
ポ
ー
ト

い
き
い
き
ホ
ー
ム

い
き
い
き
ホ
ー
ム

株
式
会
社
三
栄
金
属
製
作
所

株
式
会
社
テ
ィ
ー
エ
ル
エ
ス

西
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
所
作
り
の
た
め
の

寄
付
の
お
願
い

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
多
く
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
人
が
国
内
外
で
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
戦
争
が
長
引
き
、
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
に
よ
り
国
外
に
避
難
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が

次
々
と
母
国
へ
帰
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
協
会
で
は
、
現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ド
ブ
ロ

ダ
ー
リ
と
協
力
し
、
比
較
的
安
全
な
西
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
避
難
所
を
作
り
運
営
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
２
―
９
２
６
―
５
１
３
４

銀
行
口
座
三
井
住
友
銀
行
・
八
尾
支
店

（
普
）２
０
１
２
７
４
６　
名
義
：
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

西ウクライナ避難所西ウクライナ避難所

八
尾
自
動
車
教
習
所

H
P

：http://w
w
w
.yaokyo.net/

☎（
０
７
２
）９
９
９―

１
２
３
４

八
尾
市
高
安
町
南
七
丁
目
二
十
一
番
地

明
る
い
・
楽
し
い
・
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
教
習
所

運
転
免
許
取
る
な
ら
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で
！

ゴ
ル
フ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ジ
オ

フ
リ
ア
ー
ド

株
式
会
社
藤
原
電
子
工
業
ゴ
ル
フ
事
業
部

八
尾
市
南
木
ノ
本
２―

52

◆
３
６
５
日
利
用
可
能
（
午
前
５
時
〜
午
後
12
時
）

◆
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
ク
オ
リ
テ
ィ
映
像

◆
世
界
170
以
上
の
有
名
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

◆
予
約
・
決
済
・
施
錠
ま
で
ス
マ
ホ
１
台
で
完
結

室
内
ゴ
ル
フ
練
習
場

TEL 072 - 991- 3927

代
表
取
締
役
社
長　

七  

里  

和  

昭

八尾市安中町 8－5－38
T E L 072－999－3871
FAX 072－999－3874

お蔭様で50周年 電
気
保
安

法　
　

人

大
阪
電
気
保
安
協
同
組
合

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
保
守
点
検
料
を

見
直
し
ま
せ
ん
か
!!

全
国
初
！ 

協
同
組
合
方
式
の
電
気
保
安
事
業

大
阪
府
内
を
中
心
に
近
畿
圏
内
で
１
，０
０
０
余
件
の
実
績

お
問
合
せ 

☎
０
８
０―

３
８
０
９―

７
０
６
５（
大
澤
）

ま
た
は
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

９
４
９―

３
１
２
５
迄

保
安
管
理

の
業
務
内
容

①
月
次
点
検　

②
年
次
点
検
・
精
密
点
検

③
臨
時
点
検　

④
事
故
応
動　

⑤
官
庁
手
続

⑥　
　
　
　
　
　
　
「
新
電
力
」
の
ご
提
案

コ
ス
ト
を
か
け
ず

電
気
料
金
を
下
げ
る

広域

　

最
も
重
い
障
害
支
援
区
分
６
の
人
た
ち
を
受
け
入
れ
、
24
時
間
体
制
で
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
「
い
き
い
き
ホ
ー
ム
」
が
昨
年
７
月
、
大
阪
市
生
野
区
中
川

２
―
18
―
11
に
で
き
た
。

　

株
式
会
社
テ
ィ
ー
エ
ル
エ
ス
（
八
尾
市
太
田
新
町
７
―
25
、
資
本
金
３
千
万

円
、
従
業
員
ア
ル
バ
イ
ト
含
め
約
８
０
０
人
）
は
、
物
流
業
界
の
業
務
請
負
業

が
メ
ー
ン
の
会
社
だ
。
そ
れ
に
関
連
・
派
生
す
る
事
業
も
複
数
あ
る
の
だ
が
、

そ
の
中
で
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業
が
あ
る
。
保
育
事
業
だ
。
物
流
業
の
会
社
が
、
な

ぜ
〝
畑
違
い
〞
の
保
育
事
業
を
し
て
い
る
の
か
。
今
回
は
、
そ
の
現
場
で
あ
る

つ
む
ぎ
保
育
園
（
八
尾
市
旭
ケ
丘
１
―
１
０
１
）
で
、
髙
田
和
弘
社
長
（
48
）

と
三
谷
宗
子
園
長
（
49
）
に
話
を
聞
い
た
。

　

東
大
阪
市
吉
田
下
島
14

―
２
の
吉
田
工
場
（
澤
田

智
嘉
義
工
場
長
）を
取
材
。

こ
の
日
は
、「
笑
顔
の
ラ

ジ
オ
体
操
」
第
１
に
加
え

第
２
が
完
成
し
た
の
で
、

初
挑
戦
し
た
。

　
「
笑
顔
の
ラ
ジ
オ
体
操
」

実
習
は
昨
年
８
月
か
ら
始

ま
り
、
月
１
回
開
催
で
10

カ
月
コ
ー
ス
。
１
回
は
約

１
時
間
、
上
田
代
表
の
指

導
の
下
、
音
楽
に
合
わ
せ

体
と
顔
を
動
か
す
。
最
後

は
ハ
イ
タ
ッ
チ
で
終
わ

る
。

　

継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
表
情
が
柔
ら
か
く
な

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
和
や
か
に
取
れ
る
よ

う
に
な
る
。

　
「
笑
顔
の
ラ
ジ
オ
体
操
」

を
取
り
入
れ
た
結
果
を
聞

い
た
。

　

澤
田
智
嘉
義
工
場
長

（
63
）
は
「
自
然
と
笑
顔

が
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
家
で
も
や
っ
て
い
ま

す
」、
山
下
浩
さ
ん
（
62
）

は
「
目
の
疲
れ
と
首
の
こ

り
が
取
れ
、
楽
に
な
り
ま

し
た
」、
黒
岩
謙
次
さ
ん

（
48
）
は
「
笑
顔
の
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
で
人
間
関
係
が

よ
く
な
り
ま
し
た
」、
ベ

ト
ナ
ム
出
身
の
ユ
ー
さ
ん

（
36
）
は
「
毎
日
が
楽
し

く
、
仕
事
が
や
り
や
す
く

な
り
ま
し
た
」、
同
じ
く

ベ
ト
ナ
ム
出
身
の
ゾ
ア
ン

さ
ん
（
36
）
は
「
ス
ト
レ

ス
が
発
散
で
き
、
明
る
く

な
り
ま
し
た
」。

　

効
用
の
大
き
さ
を
異
口

同
音
に
話
し
て
い
た
。

　
「
笑
顔
の
ラ
ジ
オ
体
操
」

は
自
衛
隊
や
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
で
も
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
る
。
問
い
合
わ

せ
は
上
田
真
弓
代
表
（
☎

０
９
０
―
５
８
３
８
―
２

３
６
４
）
へ
。

　

笑
顔
の
時
間
の
上
田
真
弓
代
表
（
56
）
が
提
唱

す
る
「
笑
顔
の
ラ
ジ
オ
体
操
」
を
取
り
入
れ
て
い

る
会
社
が
あ
る
。
金
属
プ
レ
ス
・
金
型
設
計
製
作

を
行
う
株
式
会
社
三
栄
金
属
製
作
所
（
文
敬
作
社

長
、
本
社
＝
大
阪
市
生
野
区
中
川
東
１
―
８
―

19
）だ
。
７
カ
所
あ
る
工
場
を
上
田
代
表
が
回
り
、

毎
週
金
曜
日
に
開
催
し
て
い
る
。

　

３
階
建
て
の
民
家
を
買

い
取
り
、20
代
の
６
人（
男

性
５
人
、
女
性
１
人
）
が

暮
ら
す
。
お
し
ゃ
れ
な
外

観
に
清
潔
な
部
屋
。
10
人

の
ス
タ
ッ
フ
は
、
１
人
ひ

と
り
の
性
格
や
生
活
習
慣

に
合
わ
せ
て
心
地
よ
い
生

活
を
実
現
し
て
い
る
。
部

屋
は
１
人
１
室
、
テ
レ
ビ

が
１
台
ず
つ
。
起
床
時
間

や
就
寝
時
間
、
入
浴
時
間

は
バ
ラ
バ
ラ
で
、
食
事
の

内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。

　

ス
タ
ッ
フ
を
取
り
ま
と

め
る
の
は
責
任
者
の
清
見

俊
樹
さ
ん
（
26
）
＝
写
真

＝
だ
。
天
理
大
学
国
際
学

部
外
国
語
学
科
（
韓
国
・

朝
鮮
語
専
攻
）
卒
業
後
、

不
動
産
や
保
険
の
仕
事
を

経
た
後
、
今
の
仕
事
に
就

い
た
。
中
学
時
代
か
ら
し

て
い
る
ラ
グ
ビ
ー
で
心
身

と
も
に
鍛
え
、
ど
の
よ
う

な
人
が
目
の
前
に
来
て
も

物
怖
じ
し
な
い
。
障
害

者
と
向
き
合
う
な
か
で
、

ま
っ
す
ぐ
な
彼
ら
の
姿
に

触
れ
、
か
わ
い
い
と
思
う

　

保
育
事
業
は
５
年
に
な

る
が
、
始
め
た
経
緯
は
十

数
年
前
、
20
代
の
女
性
従

業
員
た
ち
か
ら
の
声
だ
っ

た
。

　
「
託
児
所
等
が
あ
っ
た

ら
い
い
よ
ね
」

　

同
社
は
長
ら
く
若
い
女

性
ス
タ
ッ
フ
を
多
数
雇
用

し
て
い
る
が
、
結
婚
・
出

産
を
理
由
に
退
職
し
て
い

く
こ
と
が
多
い
。
会
社
と

し
て
は
「
長
く
働
い
て
も

ら
い
た
い
」
と
い
う
思
い

が
あ
る
。
そ
の
た
め
の
手

段
と
し
て
、
当
時
の
安
倍

晋
三
政
権
が
掲
げ
て
い
た

「
企
業
主
導
型
保
育
園
」

の
制
度
に
着
目
し
た
。
政

府
と
し
て
は
本
来
、
公
的

機
関
が
行
う
保
育
事
業
を

民
間
企
業
に
も
門
戸
を
広

げ
た
の
だ
。

　

当
時
の
待
機
児
童
数
は

数
十
万
人
に
及
び
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
で
は
、
そ
の
う

ち
11
万
人
の
受
け
皿
と
し

て
企
業
主
導
型
保
育
園
事

業
を
開
始
し
た
。
そ
の
政

策
に
乗
っ
た
髙
田
社
長

だ
っ
た
が
、
保
育
園
運
営

を
誰
に
任
せ
る
か
が
課
題

だ
っ
た
。
そ
の
と
き
に
オ

フ
ァ
ー
し
た
の
が
、
長
い

付
き
合
い
で
気
心
の
知
れ

た
三
谷
園
長
だ
っ
た
。
三

谷
園
長
は
快
諾
し
、
事
業

申
請
を
進
め
る
が
、
本
来

の
構
想
で
あ
っ
た
「
物
流

倉
庫
内
で
の
保
育
園
開

設
」
は
頓
挫
す
る
。
し
か

し
諦
め
な
い
髙
田
社
長

は
、
創
業
の
地
・
八
尾
市

内
で
の
開
園
に
漕
ぎ
着
け

る
。

　

髙
田
社
長
に
は
別
の
狙

い
も
あ
っ
た
。
同
社
は
物

流
関
連
業
で
は
あ
る
が
、

本
質
は「
運
営
、オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
集
団
」
だ
。
採

用
・
教
育
・
人
員
配
置
・

労
務
管
理
な
ど
の
運
営
を

一
手
に
請
け
負
え
る
の
が

強
み
だ
。

　

髙
田
社
長
は
、
今
の
社

会
課
題
に
「
企
業
の
運
営

業
務
が
上
手
く
い
か
な
い

問
題
」
が
あ
る
と
指
摘
す

る
。
そ
の
運
営
業
務
請
負

に
強
み
の
あ
る
同
社
が
、

物
流
と
は
全
く
異
な
る
保

育
事
業
で
も
運
営
力
が
活

用
で
き
る
の
か
、
そ
れ
を

試
し
た
い
と
い
う
思
い
が

あ
っ
た
の
だ
。
新
し
い
挑

戦
で
あ
る
。

　

一
方
の
三
谷
園
長
。
教

育
業
界
で
の
経
験
は
あ
っ

た
も
の
の
、
保
育
園
運
営

は
初
経
験
。
ま
ず
は
補
助

金
申
請
に
尽
力
し
、
そ
の

採
択
が
取
れ
た
後
に
は
、

本
格
的
に
求
人
・
採
用
等

の
準
備
が
始
ま
る
。
共
に

業
界
未
経
験
の
髙
田
社
長
、

三
谷
園
長
の
二
人
三
脚
で

立
ち
上
げ
た
た
め
、
苦
労

は
多
か
っ
た
と
言
う
。

　

つ
む
ぎ
保
育
園
は
開
園

以
来
、
受
け
入
れ
園
児
の

定
員
12
人
を
割
っ
た
こ
と

が
な
い
。

　

成
功
要
因
の
１
つ
に
、

保
育
士
の
定
着
率
が
高

く
、
５
年
前
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
ス
タ
ッ
フ
が
多
数

残
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
園
児
１
人
に

対
し
て
配
置
す
る
保
育
士

の
法
定
人
数
に
加
え
て
２

〜
３
人
を
増
員
し
た
状
態

に
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ

り
保
育
士
自
身
に
心
の
余

裕
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
保

育
業
務
に
も
反
映
。
園
児

た
ち
は
満
足
し
、
そ
れ
が

保
護
者
の
満
足
感
に
つ
な

が
る
好
循
環
に
な
っ
て
い

る
の
だ
。

　

さ
て
、
つ
む
ぎ
保
育
園

は
「
認
可
外
保
育
園
」
に

該
当
す
る
が
、
株
式
会
社

テ
ィ
ー
エ
ル
エ
ス
の
保
育

事
業
と
し
て
、
令
和
６
年

４
月
よ
り
保
育
園
と
し
て

２
施
設
目
と
な
る
「
認
可

保
育
園
」
を
開
園
す
る
こ

と
に
。

　

認
可
保
育
園
は
認
可
外

と
は
違
い
市
役
所
か
ら
入

園
希
望
者
の
紹
介
を
受
け

ら
れ
る
等
の
利
点
が
あ
る
。

株
式
会
社
と
し
て
保
育
事

業
を
５
年
行
っ
て
い
る
企

業
な
ら
認
可
保
育
園
を
開

設
で
き
る
が
、
同
社
に
は

指導する上田真弓代表

「笑顔のラジオ体操」をする株式会社
三栄金属製作所の社員

よ
う
に
。

　

よ
そ
の
施
設
で
は
手
に

負
え
ず
、
こ
こ
に
辿
り
着

い
た
人
も
多
い
。
入
所
当

初
は
暴
力
や
放
尿
、
脱
糞

な
ど
で
ス
タ
ッ
フ
を
困
ら

せ
る
が
、
し
ば
ら
く
す
る

と
落
ち
着
く
。

　

い
き
い
き
ホ
ー
ム
で
は

入
所
者
の
様
子
を
ビ
デ
オ

に
撮
り
、
定
期
的
に
親
へ

送
信
し
て
い
る
。
落
ち
着

い
た
子
ど
も
の
姿
を
見
て

驚
き
、
喜
ぶ
と
い
う
。

　
「
言
葉
に
で
き
な
い
の

で
、
暴
れ
て
表
現
し
て
い

る
の
で
す
」
と
清
見
さ
ん

は
言
う
。
気
持
ち
を
し
っ

か
り
汲
み
取
れ
ば
、
自
然

と
落
ち
着
く
。

　

入
居
希
望
者
が
多
く
、

２
施
設
目
、
３
施
設
目
が

ま
も
な
く
オ
ー
プ
ン
す

る
。
問
い
合
わ
せ
は
い
き

い
き
ホ
ー
ム
（
☎
06
―
４

３
０
７
―
６
７
８
４
）へ
。

つ
む
ぎ
保
育
園
を
５
年
間

運
営
し
た
実
績
が
あ
り
、

そ
れ
が
評
価
さ
れ
八
尾
市

か
ら
声
が
か
か
り
、
応
募

し
て
採
択
を
受
け
た
の
だ
。

園
名
は「
か
な
で
保
育
園
」。

定
員
19
人
の
施
設
で
、
新

し
い
園
児
を
歓
迎
す
る
た

め
に
準
備
が
着
々
と
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　

取
材
を
す
る
な
か
で
感

じ
た
の
は
、
髙
田
社
長
は

常
に
同
社
で
働
く
従
業
員

の
満
足
度
の
向
上
、
働
く

環
境
の
改
善
に
心
を
砕
い

て
い
る
と
い
う
こ
と
。
そ

の
成
果
物
と
し
て
、
三
谷

園
長
率
い
る
保
育
事
業
の

発
展
が
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
先
に
あ
る
会
社
全
体

の
事
業
成
長
を
見
据
え
て

い
る
。

　

異
業
種
参
入
大
歓
迎
、

同
社
を
引
っ
張
る
髙
田
社

長
と
、
三
谷
園
長
の
さ
ら

な
る
挑
戦
を
応
援
し
た

い
。

（
根
岸
健
太
郎
）

貝
出
汁
炊
き
肉
鍋
・
馬
肉

から

１
月
16
日
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

超
濃
厚
！　

海
老
し
ゃ
ぶ
鍋

丸山健ニ塾 2024 年塾生募集中

　受講期間は受講を開始してから 1 年間になります。前半 5 カ月間は、毎月 2 回、当塾が
目指す真文学の書き方、訓練方法をもとに、文章をお書きいただきます。その文章を事務
局にご提出いただきまして、それを塾長がオンラインにてその場で個別に添削します。何
がいいのか、何が悪いのか、一つひとつ、塾長が丁寧に指導していきます。1 回の受講時
間は 45 分になります。後半 7 カ月間は、毎月 1 回課題文をメール添付にて提出していた
だき、前半と同じように塾長がオンラインにて添削して指導していきます。

塾　　長：丸山健二
受講期間：受講開始月から 1年間（いつからでも始めることができます）
受 講 費：月額 33,000 円（税込み）。毎月月末お支払いの 12 回払い。初回
は初回講義開始日まで指定の銀行口座へお振込みをお願い致します。一括で
お支払いの場合は、税込み 316,800 円（月払いの 20％オフ）になります。
詳細は「いぬわし書房」ホームページにてこ確認ください。

丸山健ニプロフィール
1943 年、長野県飯山市に生れる。国立仙台電波高等学校
（現在の国立仙台電波工業高等専門学校の前身）卒業後、
東京の商社に勤務。1966 年『夏の流れ』で第 23 回文學
界新人賞を受賞。同年、同作で芥川賞を受賞し作家活動
に入る。68 年に郷里の長野県に移住後、文壇とは一線を
画した独自の創作活動を続ける。



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 令和６年４月１日（月）

第50回 卒 業 式
大阪経済法科大学大阪経済法科大学

４学部から908人巣立つ
大学院第８回学位記授与式も

懇切丁寧に商品説明をするスタッフ（右）

挨拶する中井英雄学長

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

解
放
さ
れ
自
由
と
な

り
、
同
時
に
も
し
学
ぶ

べ
き
こ
と
が
あ
れ
ば
そ

れ
か
ら
学
べ
ば
将
来
役

に
立
ち
幸
せ
に
生
き
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
現
在
」
に

つ
い
て
は
、
感
謝
・
感

激
・
感
動
の
３
感
で
現

在
を
満
喫
で
き
る
人
ほ

ど
幸
せ
で
す
。

　

こ
の
場
合
、
現
在
に

意
識
を
集
中
す
る
方
法

　

お
元
気
で
楽
し
い

日
々
を
お
過
ご
し
で
す

か
。

　

前
回「
習
慣
と
幸
せ
」

の
観
点
か
ら
幸
せ
を
考

え
ま
し
た
の
で
、
今
回

は
「
過
去
現
在
未
来
と

幸
せ
」
に
つ
い
て
の
話

で
す
。

　

周
知
の
と
お
り
時
制

に
は
過
去
現
在
未
来
が

あ
り
、
こ
れ
ら
と
ど
の

よ
う
に
向
き
合
え
ば
幸

せ
な
生
活
が
送
れ
る
か

に
つ
い
て
具
体
的
に
お

話
し
し
ま
す
。

　

ま
ず
、「
過
去
」
の

良
か
っ
た
、
楽
し
か
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
は
懐

か
し
く
思
い
出
し
感
謝

し
て
生
き
れ
ば
幸
せ
な

生
活
が
送
れ
ま
す
。

　

他
方
、
悪
か
っ
た
、

辛
か
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
は
い
つ
ま
で
も
そ
れ

に
執
着
す
る
の
で
は
な

く
、
あ
り
の
ま
ま
に
受

け
入
れ
、
受
け
流
す
こ

と
に
よ
っ
て
そ
れ
か
ら

と
し
て
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
が
あ
り
、
ス
ポ
ー

ツ
・
ゲ
ー
ム
・
仕
事
や

勉
強
な
ど
に
集
中
し
、

時
の
感
覚
を
忘
れ
て
い

る
の
が
フ
ロ
ー
の
状
態

で
す
。

　

こ
れ
を
経
験
す
る
と

達
成
感
・
充
実
感
や
幸

福
感
が
得
ら
れ
ま
す
。

と
同
時
に
、
現
在
は
未

来
形
成
の
時
で
も
あ
る

の
で
、
未
来
志
向
的
な

今
生
思
考
に
基
づ
き
夢

に
向
か
っ
て
ワ
ク
ワ
ク

し
な
が
ら
努
力
す
る
こ

と
も
大
切
で
す
。

　

そ
し
て
、「
未
来
」

に
つ
い
て
は
、
漠
然
と

し
た
不
安
な
ど
で
心
配

や
恐
れ
を
抱
く
の
で
は

な
く
、
夢
や
希
望
を

持
っ
て
ワ
ク
ワ
ク
し
な

が
ら
期
待
す
る
と
い
う

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
生
き
方

が
幸
せ
な
人
生
を
も
た

ら
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
現
在
最

も
幸
せ
に
な
れ
る
よ
う

な
方
法
で
、
過
去
現
在

未
来
と
向
き
合
う
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

さ
あ
、
こ
れ
か
ら
も

一
緒
に
「
幸
せ
」
に
つ

い
て
考
え
、
味
わ
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

幸
せ
な
人
生
を
送
る
た
め
に

九
州
大
学
名
誉
教
授

岩
崎
　
勇

⑫

過
去
現
在
未
来
と
幸
せ

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！

2日  大阪北区倫理法人会相談役　松井直輝氏「素敵なプレゼン（講話）のノウハウ」
9日  大阪天王寺区倫理法人会幹事　佐原総将氏「靴磨きは国境を越える仕事」
16日  八尾市倫理法人会相談役　高木幸賢氏「挑戦なきところに感動なし」
23日  倫理研究所法人スーパーバイザー　吉瀬融氏「倫理と組織」
30日  八尾市倫理法人会幹事　西堂路栄治氏「【晴れた日には枝が伸びて、雨の日には根が伸びる】～倫理を学ぶことで人 生に希望を持つ～」

5日  東大阪市倫理法人会会員　岡本玲子氏「笑いと愉快な仲間に恵まれる東大阪市倫理法人会！」

18日  倫理研究所法人レクチャラー　山口知成氏「できるかできないかじゃなく…やるか！やらないか！」
25日  大阪鴻池倫理法人会実行委員　南野健太氏「No2」

  

●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はstudio GEEX（JR久宝寺駅・南へ徒歩7分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎072-991-23454月の予定

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎072-881-09684月の予定

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎072-269-46774月の予定

12日  倫理研究所研究員　小池伸悟氏「人生が輝く朝起き」
19日  東大阪市倫理法人会実行委員　董麗萍氏「自由気まま生きられる幸せ ～日々好日～」
26日  東大阪市議会議員　野田しょう子氏「愛あればこそ」

11日  大阪府倫理法人会北部地区地区長　藤原優里氏「ビリミリオン」
4日  大阪市倫理法人会会長　田中忠和氏「経営者としての倫理での学び」

　

ロ
シ
ア
大
統
領
選
、
３
月
17
日
開
票
。
ウ
ラ
ジ

ー
ミ
ル
・
プ
ー
チ
ン
が
87
・
３
％
の
得
票
率
で
圧

勝
、
通
算
５
選
を
決
め
た
。

　

ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る
29
年
の
統
治
を
超
え
、
30

年
に
も
及
ぶ
。

　

リ
ヴ
ィ
ウ
を
目
の
前
に
し
て
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ

る
ニ
ュ
ー
ス
に
２
人
と
も
大
き
な
た
め
息
を
吐

く
。
ま
さ
に
悪
夢
だ
。

　

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
は
、
選
挙
の
真
似
事
に

正
当
性
は
な
い
と
激
し
く
批
判
。
茶
番
劇
に
も
程

が
あ
る
。

　

王
さ
ん
が
ポ
ツ
リ
と
こ
ぼ
し
た
。

　
「
ロ
シ
ア
人
に
は
、
も
は
や
１
ル
ー
ブ
ル
の
価

値
も
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」

　

プ
ー
チ
ン
に
楯
突
く
最
後
の
野
党
指
導
者
ナ
ワ

リ
ヌ
イ
ま
で
殺
さ
れ
、
ロ
シ
ア
国
内
で
は
公
式
の

場
で
プ
ー
チ
ン
批
判
を
す
る
人
が
誰
も
い
な
く
な

っ
た
。

　

ス
タ
ー
リ
ン
時
代
に
逆
戻
り
だ
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

人
の
脳
裏
に
は
悲
惨

な
記
憶
が
蘇
る
。
１

９
３
２
年
〜
１
９
３

３
年
の
ホ
ロ
ド
モ
ー

ル
（
飢
餓
殺
人
）
は

特
に
深
く
刻
ま
れ
て

い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

か
ら
す
べ
て
の
食
料

を
奪
い
取
り
、
餓
死

さ
せ
た
。
そ
の
数
は

３
０
０
万
人
と
も
５

０
０
万
人
と
も
言
わ

れ
る
。
１
０
０
０
万

人
以
上
と
い
う
数
字

も
見
る
。
何
の
罪
も

な
い
老
若
男
女
が
無

残
に
殺
さ
れ
た
。
食
べ
る
も
の
が
全
く
な
く
な
っ

た
生
き
地
獄
で
は
、人
肉
ま
で
食
べ
る
に
至
っ
た
。

映
画
「
赤
い
闇　

ス
タ
ー
リ
ン
の
大
地
で
」
で
は

そ
の
惨
状
が
生
々
し
く
描
か
れ
て
い
る
。

　

奪
っ
た
食
料
は
外
国
へ
売
り
、
ソ
連
を
繁
栄
さ

せ
た
。
ソ
連
は
数
知
れ
ぬ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
血
で

で
き
た
連
邦
に
他
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
１
９
３
０
年
代
中
頃
に
は
、
ハ
ル
キ
ウ

に
数
百
人
と
い
う
コ
ブ
ザ
ー
ル
（
コ
ブ
ザ
と
い
う

弦
楽
器
を
弾
く
盲
目
の
吟
遊
詩
人
）が
集
め
ら
れ
、

大
コ
ブ
ザ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
た
。
終
了
後
、
コ

ブ
ザ
ー
ル
は
全
員
森
へ
連
れ
て
行
か
れ
、
銃
殺
さ

れ
た
。

　

ス
タ
ー
リ
ン
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
を
こ
の
地
上

か
ら
全
て
抹
消
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
歴
史
そ
の
も

の
を
葬
り
去
ろ
う
と
し
た
。
プ
ー
チ
ン
も
同
じ
こ

と
を
考
え
、
実
行
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ス
タ
ー

リ
ン
が
失
敗
し
た
よ
う
に
、
プ
ー
チ
ン
も
同
じ
道

を
辿
る
だ
ろ
う
。

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
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茶番劇でプーチン圧勝

ウクライナ

一般財団法人日本
国際飢餓対策機構

能
登
半
島
地
震

被
災
者
支
援

イ ベ ン ト 情 報

能登半島地震復興支援イベント
日　時　４月６日・７日10時～ 16時
場　所　花園中央公園芝生エリア
　　　　（東大阪市松原南１ ― １ ― 43）
入場料　無料
主　催　東大阪活性化協議会

チャリティーフリーマケットチャリティーフリーマケット

※中学生以下のお子様のご入場はご遠慮願います ※車椅子でお越しの方は事前にご連絡をお願いします

4月21日（日）
■会場　八尾市文化会館（プリズムホール）5階レセプションホール
　　　　  八尾市光町2-40　近鉄大阪線「八尾」駅から東へ徒歩約5分

■定員　　各回120人（自由席）３歳以上有料　

10:30スタート
※最終公演終了15:30予定

第8回 2024Yao人形劇まつり

■チケット
3月5日（火）午前10：00～　前売開始（プリズムクラブ・一般同時発売）　全席自由　3歳以上有料
●人形劇団クラルテ「森のちいくまちゃん」「わくわくドッキン！こぶたのりんご」（1回につき）1,000円 
●八尾人形劇連絡会公演（1回につき）100円

■チケット取り扱い・お問い合わせ
Yao人形劇まつり実行委員会
・人形劇団クラルテ　TEL：06－6685－5601（日・祝休み　10:00~17:30）
・八尾人形劇連絡会（澤田）072-993-0172／（土居）072-990-2548

★各回入れ替え制となります

　

大
阪
経
済
法
科
大
学

（
中
井
英
雄
学
長
）
の
卒
業

式
な
ら
び
に
大
学
院
学
位

記
授
与
式
が
３
月
18
日
、

花
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
（
八
尾

市
楽
音
寺
６
―
10
）
の
総

合
体
育
館
「
尚
淑
館
」
で

開
か
れ
た
。第
50
回
と
な
っ

た
卒
業
式
で
は
経
済
学
部

２
１
９
人
、
経
営
学
部
２

４
０
人
、
法
学
部
２
４
８

人
、
国
際
学
部
２
０
１
人

が
晴
れ
の
日
を
迎
え
た
。

ま
た
第
８
回
の
大
学
院
学

位
記
授
与
式
で
は
19
人
の

修
士
が
羽
ば
た
い
た
。

　

巣
立
つ
学
生
の
中
か

ら
、
特
に
成
績
優
秀
者
に

学
長
賞
や
学
部
賞
な
ど
が

贈
ら
れ
、
ほ
か
に
も
各
学

部
長
か
ら
特
別
賞
、
八
尾

市
長
賞
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

へ
の
貢
献
に
対
す
る
賞
も

授
け
ら
れ
た
。
同
大
学
は

資
格
に
強
い
大
学
と
し
て

注
目
さ
れ
、
卒
業
生
代
表

と
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
石

村
和
大
さ
ん
（
法
学
部
）

も
資
格
を
目
指
し
て
入
学

し
、
国
家
公
務
員
試
験
に

合
格
し
て
農
林
水
産
省
関

東
農
政
局
へ
と
進
む
。

　

式
辞
に
立
っ
た
中
井
学

長
は
、「
今
年
の
学
生
は

コ
ロ
ナ
禍
で
入
っ
て
き

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を

乗
り
越
え
て
頑
張
っ
た
。

そ
れ
が
力
と
な
り
、
就
職

に
お
い
て
も
大
き
な
成
果

を
生
ん
だ
。
本
学
で
学
ん

だ
専
門
知
識
を
自
信
を

も
っ
て
社
会
に
生
か
し
て

い
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

は
な
む
け
の
言
葉
を
送
っ

た
。

（
森
政
生
）

八
尾
ト
ー
ヨ
ー
住
器

株
式
会
社

省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム

省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム

フ
ェ
ア
開
催

フ
ェ
ア
開
催

龍
谷
大
学
李
相
哲
教
授
が
講
演

北
韓
の
現
状
①

蘇
れ
孫
市
！  

信
長
を
撃
て
！

和
歌
山
市
で
第
20
回
孫
市
ま
つ
り

　

省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム

フ
ェ
ア
が
３
月
９
日
に
八

尾
ト
ー
ヨ
ー
住
器
株
式
会

社
１
階
「
癒
し
の
森
・
恩

智
の
里
山
」（
金
子
真
也

社
長
、
八
尾
市
恩
智
南
町

２
―
６
）
で
開
か
れ
た
。

　

窓
・
ト
イ
レ
・
洗
面
化

粧
台
の
リ
フ
ォ
ー
ム
、
エ

ア
コ
ン
・
コ
ン
ロ
の
取
り

替
え
、
オ
ー
ル
電
化
工
事

が
こ
の
日
限
り
の
特
別
価

格
で
で
き
る
と
あ
っ
て
、

大
い
に
喜
ば
れ
た
。
近
隣

の
人
は
徒
歩
で
、
遠
く
の

人
は
車
で
訪
れ
た
。

　

コ
ロ
ナ
が
明
け
、
省
エ

ネ
製
品
で
リ
フ
ォ
ー
ム
し

心
機
一
転
し
た
い
人
が
多

い
。
し
か
し
、
物
価
高
騰

な
ど
に
よ
り
家
計
が
圧
迫

さ
れ
て
お
り
、
な
か
な
か

一
歩
を
踏
み
出
せ
な
い
の

が
現
状
。
そ
ん
な
折
の

フ
ェ
ア
に
来
店
し
た
人
は

心
弾
ま
せ
て
い
た
。

　

同
社
は
常
に
お
客
様
目

線
で
仕
事
を
し
て
お
り
、

地
域
で
信
頼
さ
れ
て
い
る
。

広域

　

雑
賀
衆
と
は
、
戦
国
大

名
の
統
治
下
に
な
か
っ
た

紀
ノ
川
流
域
の
地
侍
た
ち

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た

「
惣
国
」
の
こ
と
で
、
地

の
利
を
活
か
し
た
海
運
や

貿
易
で
富
を
築
き
、
特
に

雑
賀
荘
の
頭
目
・
雑
賀
孫

市
こ
と
鈴
木
孫
一
率
い
る

鉄
砲
武
装
集
団
が
、
畿
内

を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の

合
戦
場
で
傭
兵
と
し
て
重

宝
さ
れ
た
。

　

豊
臣
秀
吉
の
紀
州
征
伐

に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
、
秀

長
が
和
歌
山
城
を
築
い
て

後
、
孫
市
の
直
系
は
水
戸

徳
川
家
の
重
臣
と
し
て

「
雑
賀
」
の
名
を
今
に
伝

え
る
ほ
か
、
司
馬
遼
太
郎

の
長
編
小
説
「
尻
啖
え
孫

市
」
や
、
同
作
に
着
想
を

得
て
執
筆
さ
れ
た
中
上
健

次
の
「
枯
木
灘
」
と
い
っ

た
文
芸
作
品
に
よ
っ
て
広

く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
日
は
、
小
雨
の
な

か
和
歌
山
各
地
か
ら
ゆ
る

キ
ャ
ラ
が
大
集
合
。
雑
賀

衆
を
は
じ
め
、
根
来
衆
や

九
度
山
の
真
田
衆
が
鉄
砲

演
武
を
披
露
し
た
ほ
か
、

野
外
劇
「
蘇
れ
孫
市
！　

信
長
を
撃
て
！
」
で
は
、

和
歌
山
県
田
辺
市
出
身
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
な
ど

で
活
躍
す
る
俳
優
の
小
西

博
之
さ
ん
（
64
）
が
、
信

長
役
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
藪
下
将
人
さ
ん

（
43
）
ら
と
激
し
い
殺
陣

や
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
熱
演
。
会
場
を
沸
か

せ
た
。

（
池
内
文
藏
）

根来衆による鉄砲演武

孫市を熱演する小西博之さん

　

民
主
平
和
統
一
諮
問
会

議
・
日
本
近
畿
協
議
会（
朴

道
秉
会
長
）
の
第
１
次
定

期
会
議
が
３
月
５
日
、
大

阪
市
北
区
中
崎
町
の
民
団

大
阪
本
部
５
階
大
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
、
龍
谷
大
学
教

授
の
李
相
哲
氏
（
64
）
＝

写
真
＝
が「
北
韓
の
現
状
」

と
題
し
て
講
演
し
た
。

　

李
氏
は
、
現
在
の
北
朝

鮮
の
状
況
に
つ
い
て
、「
金

正
恩
氏
が
最
高
指
導
者
に

就
任
し
て
以
来
取
り
組
ん

で
き
た
政
策
が
こ
と
ご
と

く
失
敗
し
て
い
る
」
と
分

析
。

　

ま
た
、「
金
日
成
・
金

正
日
の
遺
訓
を
否
定
し
た

こ
と
で
金
正
恩
政
権
の
基

盤
を
揺
る
が
す
こ
と
に
な

る
」
と
指
摘
し
た
。
そ
の

上
で
、
北
朝
鮮
の
崩
壊
は

近
い
の
で
は
な
い
か
と
の

見
方
を
示
し
た
。

　

主
な
講
演
内
容
は
次
の

と
お
り
。

　

北
朝
鮮
は
ロ
シ
ア
へ
の

武
器
供
与
を
行
っ
て
い
た

が
、
２
月
12
日
か
ら
中
断

さ
れ
て
い
る
。
北
朝
鮮
の

羅
先
（
ラ
ソ
ン
）
か
ら
コ

ン
テ
ナ
１
０
０
０
個
分
以

上
の
軍
装
備
品
や
武
器
弾

薬
を
ロ
シ
ア
に
送
っ
て
い

た
。
だ
が
、
北
朝
鮮
の
武

器
は
半
分
以
上
が
不
良
品

で
使
い
物
に
な
ら
な
い
。

北
朝
鮮
供
給
の
不
良
弾
薬

が
発
射
前
に
爆
発
す
る
と

の
報
告
が
あ
る
。
原
因
は

北
朝
鮮
の
電
気
事
情
に
あ

る
。
武
器
は
通
常
、
洞

窟
・
地
下
の
中
で
保
管
す

る
。
24
時
間
換
気
を
し
な

い
と
い
け
な
い
の
だ
が
電

力
不
足
に
よ
る
湿
気
が
原

因
で
腐
食
。
品
質
管
理
が

う
ま
く
で
き
ず
、
旧
ソ
連

時
代
の
も
の
よ
り
も
劣
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
北
朝

鮮
に
よ
る
武
器
供
与
が
突

然
中
断
し
た
こ
と
は
、
ロ

シ
ア
の
石
油
と
穀
物
支
援

を
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
意

味
し
、
経
済
状
況
の
さ
ら

な
る
悪
化
を
招
く
。
北
朝

鮮
に
と
っ
て
は
大
変
困
っ

て
い
る
状
況
だ
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
こ
と
ご

と
く
失
敗

　

北
朝
鮮
の
地
方
も
大
変

な
状
況
に
あ
る
。
30
年
以

上
前
か
ら
地
方
で
は
味
噌

醤
油
な
ど
が
満
足
に
調
達

で
き
て
い
な
い
。そ
こ
で
、

経
済
の
発
展
を
は
か
る
べ

く
、
金
正
恩
氏
肝
い
り

の
「
地
方
発
展
20
×
10
政

策
」を
打
ち
出
し
た
。「
毎

年
20
カ
所
の
市
、
郡
に
近

代
的
な
地
方
産
業
工
場
を

建
設
し
、
10
年
の
間
に
全

国
す
べ
て
の
市
、
郡
住
民

の
初
歩
的
な
物
資
的
・
文

化
的
生
活
水
準
を
一
段
と

飛
躍
さ
せ
る
」
と
す
る
政

策
。
だ
が
、
物
流
の
面
を

考
慮
せ
ず
、
原
料
を
調
達

し
や
す
い
と
こ
ろ
に
工
場

を
建
て
る
べ
き
と
い
う
発

想
も
な
い
。
全
国
一
律
に

建
設
す
る
と
い
う
こ
の
政

策
で
は
必
ず
失
敗
す
る
だ

ろ
う
。

　

権
力
の
座
に
着
い
て
か

ら
、
金
正
恩
氏
が
や
っ
て

き
て
い
る
こ
と
を
分
析
す

る
と
、
対
外
的
に
進
め
て

き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
理

に
か
な
っ
て
い
な
い
。

70
億
ド
ル
以
上
を
投
資

し
て
建
設
し
始
め
た
元
山

地
区
の
葛
麻
（
カ
ル
マ
）

海
岸
観
光
地
区
は
、
４
年

前
の
10
月
に
完
成
予
定

だ
っ
た
が
い
ま
だ
に
工
事

は
進
ん
で
い
な
い
。
今
年

２
月
の
商
業
衛
星
写
真
か

ら
見
る
と
一
部
完
成
は
し

て
い
る
も
の
の
、
私
の
見

立
て
で
は
ま
だ
40
パ
ー
セ

ン
ト
ほ
ど
で
工
事
が
中
断

し
て
い
る
。
４
年
以
上
放

置
し
た
ま
ま
だ
。
海
に
面

し
て
い
る
の
で
、
こ
の
ま

ま
で
は
作
り
直
さ
な
い
と

い
け
な
い
だ
ろ
う
。

　

馬
息
嶺
（
マ
シ
ン
ニ
ョ

ン
）
ス
キ
ー
場
も
そ
の
ひ

と
つ
。
世
界
最
大
規
模

で
、
当
初
１
日
５
０
０
０

人
の
観
光
客
を
見
込
ん
で

い
た
。
先
日
97
人
の
ロ
シ

ア
の
観
光
客
が
訪
れ
た

が
、
そ
れ
ま
で
は
誰
も
訪

れ
て
い
な
い
。
利
用
料
は

１
０
０
米
ド
ル
。
北
の
人

民
が
訪
れ
る
の
に
は
高
す

ぎ
る
。
ス
キ
ー
場
の
周
り

に
は
何
も
な
い
の
で
、
外

国
人
観
光
客
に
と
っ
て
も

楽
し
め
な
い
。
こ
れ
も
失

敗
だ
。

　

住
民
の
た
め
に
乗
馬
ク

ラ
ブ
も
作
っ
た
。
だ
が
、

乗
馬
を
楽
し
め
る
余
裕
の

あ
る
北
朝
鮮
の
人
は
何
人

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

２
０
２
０
年
３
月
に
、

平
壌
総
合
病
院
の
着
工
式

に
金
正
恩
総
書
記
が
参
加

し
た
。
そ
の
年
の
10
月
10

日
の
朝
鮮
労
働
党
創
建
記

念
日
ま
で
に
完
成
さ
せ
る

よ
う
求
め
た
が
、
い
ま
だ

に
完
成
し
て
い
な
い
。
こ

れ
も
衛
星
写
真
で
見
る
と

骨
格
は
出
来
上
が
っ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
内
装
の
機

材
、
医
薬
品
が
不
足
し
て

い
て
、
い
つ
完
成
す
る
の

か
疑
問
だ
。
金
正
恩
氏
が

推
進
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
こ
と
ご
と
く
失
敗
し
た

と
結
論
付
け
て
よ
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

金
正
恩
氏
が
唯
一
成
功

し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
の

が
核
開
発
を
含
む
軍
事
力

の
増
強
。

　

た
だ
嘘
も
含
ま
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

（
中
野
善
典
）

（
つ
づ
く
）

　

戦
国
時
代
、
現
在
の
和
歌
山
市
を
拠
点
に
、
鉄
砲

傭
兵
集
団
と
し
て
数
多
の
合
戦
で
活
躍
し
た
「
雑
賀

衆
」
を
Ｐ
Ｒ
し
、
地
域
活
性
化
を
推
進
す
る
「
第
20

回
孫
市
ま
つ
り
」
が
３
月
17
日
和
歌
山
城
西
の
丸
広

場
で
開
催
さ
れ
、
詰
め
掛
け
た
多
く
の
市
民
ら
が
鉄

砲
演
武
、
野
外
劇
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

出店申込み

FacebookInstagram

希
望
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
卒
業
生


